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就
職
だ
よ
り

　〈
４
年
次
生
へ
〉夏
期
休
暇

も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
就
職
活
動
の
進
み
具
合

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
採
用
を
継
続
す
る
企
業
や

追
加
募
集
を
行
う
企
業
、
本

学
学
生
の
採
用
に
意
欲
的
な

企
業
か
ら
の
求
人
情
報
が
、

引
き
続
き
届
い
て
い
ま
す
。

９
月
17
日（
木
）
、
18
日（
金
）

に
は
「
企
業
説
明
会
」
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
応
募
先
を

広
げ
た
い
方
や
、
改
め
て
企

業
を
探
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
就
職
活
動
中
の
方
は
、
就

職
支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ
｜

ｎ

ｅ
ｔ
」
の「
専
大
の
お
す
す
め

求
人
」「
専
大
生
に
会
い
た
い

企
業
」
も
定
期
的
に
確
認
し
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
経
営

　
リ
ス
ク
に
強
い
企
業
を
つ

　
く
る

 

上
田
和
勇 

著

　
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が

不
確
実
さ
を
増
す
な
か
、
働

く
人
の
心
身
の
健
康
や
人
間

関
係
の
充
実
を
意
味
す
る

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
は
、

こ
れ
か
ら
の
企
業
経
営
に
欠

か
せ
な
い
視
点
に
な
っ
て
い

る
。

　
本
書
で
は
、
企
業
が
逆
境

か
ら
復
元
す
る
力
（
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
）
の
源
泉
の
分
析
と

と
も
に
、
企
業
の
持
続
的
な

成
長
と
働
く
人
の
幸
福
を
両

立
さ
せ
る
経
営
の
あ
り
方

を
、
事
例
や
調
査
、
理
論
を

も
と
に
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
る
。

　
日
本
企
業
に
お
け
る
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
展
開
や
先

進
的
な
経
営
者
の
考
え
方
、

職
場
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

を
育
て
る
要
素
な
ど
を
多
角

的
に
検
討
し
、
人
と
の
つ
な

が
り
や
価
値
観
の
共
有
が
組

織
の
強
さ
に
つ
な
が
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
企
業
と
働
く
人
の
双
方
に

と
っ
て
、
よ
り
よ
い
職
場
と

社
会
を
考
え
る
た
め
の
一

冊
で
あ
る
。
（
早
稲
田
大
学

出
版
部
・
税
込
み
１
４
３
０

円
）

　
著
者
（
う
え
だ
・
か
ず
お
）

専
修
大
学
名
誉
教
授
。
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、保
険
論
。

階
級
と「
私
た
ち
」の
ゆ
く
え

　
イ
ギ
リ
ス
映
画
が
照
ら
す

　
連
帯
の
物
語

 

河
野
真
太
郎 

著

　
本
書
は
、
階
級
社
会
と
言

わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
階
級
、

と
り
わ
け
労
働
者
階
級
が
い

か
な
る
変
遷
を
た
ど
っ
た
か

を
、
イ
ギ
リ
ス
映
画
を
中
心

に
考
え
る
。

　
い
ま
や
、
か
つ
て
の
よ
う

な
労
働
者
階
級
の
連
帯
は
姿

を
消
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
も

見
え
る
。
だ
が
本
書
は
、
そ

れ
が
い
か
に
し
て
消
え
て
い

っ
た
の
か
、
そ
し
て
何
が
残

っ
て
い
る
の
か
に
、
ケ
ン
・

ロ
ー
チ
監
督
作
品
を
は
じ
め

と
す
る
多
様
な
映
画
作
品
を

通
し
て
目
を
向
け
る
こ
と

で
、
新
た
な
階
級
と
連
帯
の

構
想
の
出
発
点
に
立
と
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
経

験
か
ら
日
本
の
私
た
ち
が
学

べ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
ろ

う
と
い
う
想
定
の
も
と
、『
あ

の
こ
は
貴
族
』や『
万
引
き
家

族
』
と
い
っ
た
日
本
映
画
、

ま
た『
パ
ラ
サ
イ
ト
』な
ど
の

韓
国
映
画
も
取
り
扱
っ
て
い

る
。
最
終
的
に
本
書
が
辿
り

着
く
の
は
、
交
差
的
（
イ
ン

タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
ル
）
な
連

帯
の
可
能
性
だ
。
分
断
が
叫

ば
れ
る
今
、「
私
た
ち
」
は
い

か
に
し
て
可
能
な
の
か
を
本

書
は
問
う
。（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー

ト
社
・
税
込
み
２
８
６
０
円
）

　
著
者
（
こ
う
の
・
し
ん
た

ろ
う
）
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
教
授
。英
文
学
。

　
人
間
科
学
部
は
、
心
理
学
科
と
社
会
学
科

の
２
学
科
か
ら
な
り
ま
す
。
心
理
学
科
は
人

の
中
に
あ
る
「
心
」
を
、
社
会
学
科
は
人
と

人
の
「
関
係
性
」
を
実
証
的
に
研
究
し
ま

す
。
実
証
的
と
は
、
思
い
付
き
で
は
な
く
、

事
実
や
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
考
え
、
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
す
。
本
学
部
で
は
、
人
間
を

取
り
巻
く
諸
課
題
を
科
学
的
に
理
解
・
解
釈

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
前
身
で
あ
る
文
学
部
人
文
学
科
時
代
か
ら

一
貫
し
て
少
人
数
教
育
を
実
践
し
て
き
ま
し

た
。
心
理
学
の
学
修
で
不
可
欠
な
実
験
・
演
習
・

実
習
の
授
業
で
は
、
教
員
ら
に
よ
る
き
め
細

か
い
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
社
会
学
科
で

は
１
年
次
か
ら
４
年
次
ま
で
全
員
が
ゼ
ミ
形

式
の
ク
ラ
ス
に
所
属
し
、
議
論
や
発
表
を
通

じ
て
社
会
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
私
の
専
門
分
野
は
、
地
域
社
会
学
、
災
害

社
会
学
、
社
会
調
査
論
で
す
。
社
会
学
科
在

籍
の
16
人
の
教
員
そ
れ
ぞ
れ
が
複
数
の
専
門

分
野
を
持
ち
、
日
本
社
会
学
会
の
大
会
で
設

置
さ
れ
る
部
会
・
領
域
の
多
く
を
網
羅
し
て

い
ま
す
。
研
究
領
域
の
カ
バ
ー
率
は
、
国
内

の
大
学
の
な
か
で
も
屈
指
の
水
準
を
誇
り
ま

す
。
心
理
学
科
も
同
様
に
、
基
礎
心
理
学
・

発
達
心
理
学
・
社
会
心
理
学
・
臨
床
心
理
学

の
各
分
野
に
高
い
専
門
性
を
そ
な
え
た
教
員

が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
多
彩
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

心
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
低
学
年
次
か
ら
幅

広
い
領
域
に
触
れ
て
知
識
の
す
そ
野
を
広
げ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
自
ら
探
究

し
た
い
テ
ー
マ
を
見
つ
け
、
学
び
の
集
大
成

と
し
て
卒
業
論
文
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
学
び
を
通
じ
て
、
世
の
中

の
現
象
に
正
面
か
ら
対
峙
す
る
姿
勢
、
思
い

や
り
や
感
受
性
を
身
に
つ
け
、
人
と
し
て
大

き
く
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
部
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
地
域
と
の
交
流
活
動
な
ど
に

も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
部
創
設
時
の
理

念
を
継
承
し
つ
つ
、
２
学
科
の
特
色
と
専
門

性
を
発
揮
し
、
学
部
と
し
て
の
競
争
力
を
一

層
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究

科
社
会
学
専
攻
後
期
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
。
博
士
（
社
会
学
）
。
１
９
９
９
年
本
学
文
学

部
講
師
、
２
０
０
６
年
同
教
授
、
10
年
人
間
科

学
部
教
授
。
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
東
京
都
国

立
市
の
街
並
み
に
魅
了
さ
れ
、
大
学
で
は
地
域

研
究
の
ゼ
ミ
に
所
属
。
そ
の
後
、
恩
師
の
勧
め

で
災
害
研
究
に
傾
注
す
る
。
趣
味
は
ラ
グ
ビ
ー

観
戦
と
オ
ー
ト
バ
イ
。
東
京
都
出
身
。
64
歳
。

略 

歴

心や社会に正面から対峙

人
間
科
学
部
長

人
間
科
学
部
長

大
矢
根 

淳

　
世
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
存
在
し
、

異
な
る
意
見
や
価
値
観
を
持
っ
て
い
ま
す
。

多
様
性
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
互
い
に
理
解

し
、
合
意
形
成
を
図
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
そ
う
し

た
考
え
方
の
も
と
に
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
第
１
段
階
と
し
て
本
学
部
で
は
「
こ

と
ば
」
を
中
心
に
学
ん
で
い
き
ま
す
。
同
時

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
ば
の
背
景
と
な
る
地

域
や
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
教

養
に
根
差
し
た
言
語
運
用
能
力
を
身
に
つ
け

ま
す
。
身
体
や
映
像
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

の
体
験
を
通
し
て
、
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
学
べ
る
点
は
学
部
の

大
き
な
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
文
字
、
音
声
、
語
用
、
構
造
な
ど
、
各
分

野
の
専
門
家
が
そ
ろ
う
日
本
語
学
科
で
は
、

日
本
語
の
深
み
を
総
合
的
に
学
び
ま
す
。
国

際
社
会
に
お
け
る
日
本
語
の
あ
り
方
を
考

え
、
日
本
語
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
の
実

践
力
を
磨
く
た
め
、
国
内
外
で
本
格
的
な
教

育
実
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は

２
年
次
前
期
に
全
員
が
希
望
す
る
地
域
に
留

学
し
ま
す
。
全
員
留
学
の
目
的
は
、
語
学
力

の
向
上
に
加
え
て
、
現
地
で
の
生
活
を
通
じ

て
そ
の
地
域
の
文
化
を
肌
で
感
じ
取
る
こ

と
。
帰
国
後
に
は
留
学
体
験
を
生
か
し
、
専

門
的
な
学
び
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
本
学
の
創
立
者
は
ア
メ
リ
カ
留
学
の
の

ち
、
高
い
志
を
持
っ
て
専
修
学
校
を
設
立
し

ま
し
た
。
本
学
部
は
そ
の
理
念
を
受
け
継
ぎ

つ
つ
、
常
に
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
両
学

科
の
学
生
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会

に
お
い
て
、
人
と
人
を
つ
な
い
で
い
く
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
社
会
の
仕
組
み
や
地
域
が
抱
え
る

課
題
を
深
く
理
解
す
る
力
の
ほ
か
、
対
話
を

継
続
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
大
学
生
活
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
導
き
出

す
よ
う
な
無
難
な
答
え
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
、
自
ら
考
え
て
い
く
学
び
を
深
め
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
大
学
院
英
文
科

博
士
課
程
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研

究
科
英
語
英
米
文
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
。
１
９
９
８
年
本
学
法
学
部
専
任
講

師
、
２
０
１
４
年
同
教
授
、
20
年
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
。
専
門
は
ア
メ
リ
カ

文
学
。
研
究
者
と
し
て
の
原
点
は
、
学
生
時
代

に
触
れ
た
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
や
ネ
イ
テ

ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
文
学
。
神
奈
川
県
出
身
。

略 

歴

教養に根差した言語運用能力

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
長

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
長

上
原 

正
博

応
募
先
の
検
討
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
活
動
の
進
め
方

や
応
募
先
選
び
に
迷
っ
て
い

る
方
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

早
め
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　〈
１
〜
３
年
次
生
へ
〉10
月

３
日
（
土
）、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
大
規
模
キ
ャ
リ
ア
イ
ベ

ン
ト
「
専
修
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ

ア
【
２
０
２
６
秋
】
〜
こ
こ

か
ら
深
め
る
私
の
キ
ャ
リ
ア

〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
大
手
・
有
名
企
業

を
は
じ
め
、
幅
広
い
業
界
の

企
業
に
よ
る
説
明
会
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
内
定

者
に
よ
る
体
験
談
や
個
別
相

談
、
自
己
分
析
講
座
、
１
・
２

年
次
生
向
け
の
プ
レ
就
活
ガ

イ
ダ
ン
ス
な
ど
、
学
年
や
就

職
準
備
の
段
階
に
応
じ
た
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
キ

ャ
リ
ア
を
考
え
、
次
の
一
歩

を
踏
み
出
す
機
会
と
し
て
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
に
先
立
ち
、

３
年
次
生
を
対
象
と
し
た

「
〈
28
卒
生
対
象
〉
今
す
べ
き

就
活
戦
略
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
、

９
月
24
日
（
木
）、
25
日（
金
）

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま

す
。
早
期
化
す
る
就
職
活
動

を
見
通
し
、
秋
以
降
に
取
り

組
む
べ
き
こ
と
を
整
理
す
る

重
要
な
機
会
で
す
の
で
、
３

年
次
生
は
必
ず
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　
客
室
乗
務
員
（
Ｃ
Ａ
）
を
目

指
す
学
生
の
た
め
の
講
座
が
、

８
月
３
〜
６
日
に
開
催
さ
れ

た
。
選
考
に
必
要
な
知
識
・

実
践
力
・
行
動
力
を
総
合
的

に
養
う
特
別
企
画
で
、
最
終

日
の
６
日
に
は
Ａ
Ｎ
Ａ
の
教

育
訓
練
施
設
で
あ
る
Ａ
Ｎ
Ａ 

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
（
大
田

区
）
で
、
施
設
見
学
や
Ｃ
Ａ
と

の
座
談
会
を
行
い
、
業
界
理

解
や
職
種
理
解
を
深
め
た
。

　
本
学
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

課
は
２
０
２
５
年
４
月
、
Ａ

Ｎ
Ａ
エ
ア
ラ
イ
ン
ス
ク
ー
ル

を
運
営
す
る
Ａ
Ｎ
Ａ
ビ
ジ
ネ

ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱
と
教

育
連
携
協
定
を
締
結
。
今
回

の
研
修
は
、
こ
の
協
定
に
基

づ
き
初
め
て
実
施
さ
れ
た
。

　
21
人
の
参
加
者
は
、
現
役

Ｃ
Ａ
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

の
基
本
を
学
ん
だ
。
座
談
会

で
は
、
就
職
活
動
の
取
り
組

み
方
や
必
要
と
さ
れ
る
語
学

力
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
３
年
次
生
は
「
現
役

Ｃ
Ａ
の
立
ち
居
振
る
舞
い
や

言
葉
遣
い
を
肌
で
感
じ
ら
れ

た
の
が
収
穫
だ
っ
た
。
就
活

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

ＡＮＡの現役ＣＡからビジネス

マナーの指導を受けた
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